






































































































































































































































































































































































































































































































性別 男性いt＝70） 女性（N＝157） 効果量
M SD SD　　　t値　　　r
コンピテンス　　　　　19．96　　　4．77
ソーシャルサポート　　17．47　　　3．52
肯定的評価　　　　　　13」9　　　3．52
親禾口性．　　　　　　　　　　　　　IL93　　　　　　2．71
重要な他者　　　　　10．44　　2．Ol
レジリエンス尺度　　　72，99　　12．42
19．30　　　　　　3，88　　　　　LlO　　　　　　lO
19、01　　　　　3．61　　　　298＊＊　　　」9
12，45　　　　　3．26　　　　1．53　　　　　」O
U，65　　　　　2．71　　　　　．72　　　　　．05
10．61　　　　　1．57　　　　　．70　　　　　．07
7302　　　　　10，51　　　　　　02　　　　　．00
＊＊ o＜，01
Table　4　レジリエンス尺度の各下位尺度とストレス反応の相関係数
　　　　　ソーシヤル
コンピテンス
　　　　　サポート
肯定的評価 親和性 重要な他者
　　抑うつ
　　不安
　　怒り
情緒的反応
引きこもり
身体的疲労感
自律神経系の
活動性允進
．．21＊t
－23糟
一，H
＿．33tt
－．35t．
－29舩
一21★t
一．15＋
一．20t＊
一．21★de
－、13
－．43☆t
－．23糟
一．29tt
一．42tt
－．4ett
－．26＊t
－．27t歯
一．40t★
一．24★★
一．29鰍
一．32鼎
一．34鼎
．．25糟
．．28糊
一．52tt
－．26tt
一．34tt
一．07
－．11
－．ISt★
－10
－．23＋t
－．le
一．13需
＊＊．Pく．Ol　＊．P＜．05
ソーシャルサポートは，男性よりも女性の方が有
意に利用する傾向が示された（t＝2．98，df－　225，
p〈．01）。ソーシャルサポートに性差が認められ，
レジリエンスに性差が認められない点は，先行研
究と一致した結果である（石毛ら，2005）。
レジリエンス因子とストレス反応との関連性
　Tab正e　4は，　RS－SとSRSの各下位尺度間の相関
係数を示したものである。RS－SとSRSの各下位尺
度の相関関係は，一様ではないもののある程度の
有意な負の相関を示した。例えば，コンピテンス
は怒りを除く全ての下位尺度と比較的低いが有意
な負の相関を示し，ソーシャルサポートと親和性
は引きこもりに対して中程度の負の相関を示し
た。また肯定的評価は，抑うつ，不安，引きこも
りに対して中程度の負の相関を示した。重要な他
者は，引きこもりに対して有意な負の相関を示し
たが，その他の下位尺度とはそれほど高い相関は
認められなかった。全体としては，SRSの引きこ
もりがRS－Sの多くの下位尺度と中程度の相関が
ある点も特徴的な結果であるといえる。以上のよ
うに，怒りを除く情動反応，認知・行動的反応，
身体反応とRS－Sの下位尺度との間に有意な負の
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相関が認められ，ストレス反応との関連性が高い
ことが示されたといえる。これは，RSと抑うつ
尺度に低い負の相関が認められることや，中学生
のストレス反応の抑制にレジリエンスの影響が大
きいことを示した先行研究と一致するものであ
り，RS－Sの妥当性の証拠のひとつになると考え
られる。
　ところで，外傷性精神疾患の主症状として抑う
つ，不安，引きこもりの3つを挙げることができ
る（太田，1998）。これら3つの症状と，本研究
で抽出された“肯定的評価”は中程度の相関が認
められた。このことは，外傷性精神疾患の高リス
ク群をスクリーニングするための尺度として，
RS－Sの有用性の高さを示唆していると考えられ
る。
まとめ
　本研究では，心的外傷体験をストレッサーとし
たレジリエンス要因に基づく尺度が，どのような
因子構造を示すか明らかにすることを目的とし，
先行研究を参照しながらレジリエンスに関係する
項目を収集して調査を実施した。因子分析の結果，
“コンピテンス”“ソーシャルサポート”“肯定的
評価”“親和性”“重要な他者”の5因子が抽出さ
れ，この5因子からなる尺度をRS－Sとした。こ
れらの因子は，いずれも先行研究においてレジリ
エンスの一部として重要性が指摘されているもの
である。また，　Table　1に照らし合わせると，“ソー
シャルサポート”と“重要な他者”は環境要因に，
“肯定的評価”と“親和性”は個人内要因に，“コ
ンピテンス”は獲得要因に該当すると考えられる。
これらのことは，RS－Sの内容的な妥当性を支持
するものである。また，各下位尺度のα係数は一
定の水準にあり，内的整合性も確認された。さら
に，各下位尺度とストレス反応との関連性を見る
と，“重要な他者”を除いて多くのストレス反応
と中程度の負の相関が認められ，基準関連妥当性
があることが示された。以上のことから，RS－S
の各下位尺度がストレス反応に対して一定の説明
力を持つことを示しており，RS－Sには一定の信
頼性と妥当性があると考えられる。
　一方，本尺度の各下位尺度は怒り反応と有意な
負の相関を示しているが，他のストレス反応と比
べて若干低い値であった。Connor　et　al．（2003）は，
怒りの強さは身体的，心理的健康を悪化させt
PTSD症状を強めることを指摘しているが，本尺
度に怒りに対する説明力の高い下位尺度が含まれ
ていないことは，外傷性精神疾患を予測する尺度
としては弱点のひとつとなる。さらに，下位尺度
のひとつである“重要な他者”はストレス反応に
対する説明力が全般的に低いため，取り上げる必
要があるかどうかが本研究ではあいまいなまま残
されている。このような問題を解決することが，
外傷性精神疾患に対する予測力をさらに高める上
で求められる課題であろう。
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Development　of　the　Scale　fbr　Resilience　Scale　fbr　Students
Kazuki　SAITO，　Takahiro　OKAYASU
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　　　The　purpose　of　the　present　study　was　to　develop　a　new　rating　scale　to　assess　resilience　fbr
university　students　who　had　traumatic　event．　Following　previous　studies，　we　expected　39　items
7subscales：social　support，　potential　self－esteem，　internal　locus　of　contro1，0ptimism，
cQmmunication　skills，　sense　of　humor，　and　competen㏄．　The　data　of　227　university　students
（M＝20．58years，　SI）＝2．02）were　adopted　fbr　fbllowing　analyses．
　　　As　a　result　of　factor　analysis，　Resilience　Scale　fbr　Students（RS－S）comprises　of　25　items　5
飴ctors：‘℃ompetence”，“Social　supPort”，“Positive　evaluation”，“Intimacy”，　and“Significant
others”．　RS－S　and　each　subscales　had　a　good　internal　consistency　and　reliability．　Content
validity　was　supported　by　consistence　with　previous　studies，　extracted　factors　meet　three
血ctors－Environment　Factor，　Internal　Factor，　and　Acquired　Factor－，and　construct　validity
was　supported　by　negative　correlation　with　Stress　Responce　Scales．　And　further　to　examine
the　standardization　of　RS－S　should　be　required．
Key　Words：resilience，　stress，　scale
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